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神
奈
川
大
学
は
、
二
〇
二
八
年
に
迎
え
る
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
『
神
奈
川
大
学
百
年
史
』
を
編
纂
し
刊
行
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
た
び
、
こ
の
『
神
奈
川
大
学
百
年
史
』
の
学
術
的
内
容
の
充
実
と
編
纂
作
業
の
円
滑
な
推
進
を
は
か
る
た
め
関
連
事

業
と
し
て
『
神
奈
川
大
学
史
紀
要
』
を
創
刊
し
（
年
一
回
刊
行
）、
百
年
史
刊
行
に
向
け
て
資
料
の
調
査
蒐
集
や
学
内
外
に
わ
た
る
情
報
交

流
を
は
か
る
一
方
、
神
奈
川
大
学
史
の
研
究
成
果
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

「
紀
要
」
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
神
奈
川
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
及
び
同
専
門
委
員
会
で
具
体
的
内
容
や
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の

検
討
を
行
っ
た
の
ち
、
専
門
委
員
会
で
編
集
作
業
を
行
っ
た
。
こ
の
創
刊
号
の
発
刊
に
よ
っ
て
先
ず
は
百
年
史
編
纂
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
本
学
に
お
け
る
大
学
史
編
纂
事
業
を
振
り
返
る
と
、
一
九
六
〇
年
代
に
計
画
さ
れ
た
「
神
奈
川
大
学
四
十
年
史
」
は
、
長
倉

保
経
済
学
部
教
授
（
当
時
）
の
も
と
で
資
料
の
蒐
集
、
稿
本
の
作
成
な
ど
が
す
す
め
ら
れ
た
が
、
刊
行
間
近
に
な
っ
て
大
学
紛
争
な
ど
当
時

の
学
内
状
況
か
ら
編
纂
活
動
は
や
む
な
く
中
断
さ
れ
、
幻
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
創
立
五
十
周
年
記
念
を
機
に
あ
ら
た
め
て
大
学
史
編
纂

に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
、
初
代
委
員
長
・
山
本
新
外
国
語
学
部
教
授
（
当
時
）
及
び
第
二
代
委
員
長
・
山
口
徹
経
済
学
部
教
授
（
当
時
）

の
も
と
で
編
纂
活
動
が
継
続
的
に
進
め
ら
れ
、一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
八
月
に
『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』
を
刊
行
す
る
に
至
っ
た
。

本
学
修
史
事
業
の
最
初
の
成
果
と
も
い
え
る
『
五
十
年
小
史
』
の
編
集
後
記
に
は
、「
資
料
蒐
集
は
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
」
で
は
な
く
、

と
く
に
「
横
専
時
代
及
び
新
制
大
学
移
行
期
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
未
蒐
集
、
未
整
理
の
状
態
に
あ
っ
た
」
と
あ
り
、「
本
学
の
正
史
を
短
期

間
に
編
纂
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
こ
と
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
正
史
の
編
纂
は
後
日
を
期
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

『
神
奈
川
大
学
史
紀
要
』
の
創
刊
に
あ
た
っ
て

神
奈
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年
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う
な
経
緯
に
よ
り
『
五
十
年
小
史
』
の
刊
行
後
に
引
き
続
き
資
料
の
蒐
集
、
整
理
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
諸
資
料
は
、
順
次
『
神
奈
川
大

学
史
資
料
集
』
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
に
は
第
一
集
と
し
て
「
特
集　

昭
和
四
十
二
年
『
四
十
年

史
座
談
会
記
録
』」
を
刊
行
し
、
こ
れ
ま
で
に
横
浜
専
門
学
校
会
議
録
、
神
奈
川
大
学
会
議
録
や
国
立
公
文
書
館
所
蔵
横
浜
専
門
学
校
資
料
、

学
生
新
聞
等
の
復
刻
な
ど
合
計
三
十
二
集
を
継
続
的
に
刊
行
し
て
い
る
。

二
〇
二
八
年
の
創
立
百
周
年
に
刊
行
を
目
指
す
『
神
奈
川
大
学
百
年
史
』
の
編
纂
事
業
は
、
こ
の
よ
う
な
先
人
の
労
苦
に
よ
っ
て
成
し
遂

げ
ら
れ
て
き
た
大
学
史
編
纂
の
歴
史
を
基
礎
と
し
て
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
百
年
史
の
編
纂
は
、『
神
奈
川
大
学
五
十

年
小
史
』
の
成
果
を
も
と
に
、
そ
れ
以
降
に
新
た
に
蒐
集
さ
れ
た
資
料
や
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
あ
ら
た
め
て
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
の

百
年
の
歴
史
を
叙
述
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
開
校
さ
れ
た
横
浜
学
院
、
そ
し
て
横
浜
専
門
学
校
、

神
奈
川
大
学
、
神
奈
川
大
学
附
属
学
校
の
発
展
の
歴
史
を
教
育
、
研
究
、
社
会
活
動
、
課
外
活
動
、
施
設
の
変
遷
等
々
に
つ
い
て
時
代
背
景

を
ふ
ま
え
て
叙
述
す
る
「
正
史
」
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、「
紀
要
」
に
は
神
奈
川
大
学
史
お
よ
び
周
辺
地
域
史
に
関
連
の
あ
る
研
究
論
文
や
研
究
ノ
ー
ト
、
座
談
会
記
録
、
聞
き
取
り
調
査

報
告
、
資
料
紹
介
、
百
年
史
編
纂
委
員
会
活
動
日
誌
な
ど
を
掲
載
す
る
。
こ
の
た
び
創
刊
さ
れ
た
「
紀
要
」
が
百
年
史
編
纂
事
業
の
円
滑
な

推
進
と
と
も
に
、
学
内
外
の
情
報
交
流
の
場
と
し
て
大
い
に
役
立
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。




